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紹
介
と
批
評

石
堂
清
倫
・
竪
山
利
忠
編

『
東
京
帝
大
新
人
会
の
記
録
』

　
一
　
学
生
社
会
運
動
の
先
駆
的
団
体
と
し
て
周
知
の
東
京
帝
大
新
人
会
（
以

下
、
新
人
会
と
称
す
）
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
二
月
に
創
立
さ
れ
、
昭
和

四
（
一
九
二
九
）
年
十
一
月
ま
で
存
続
し
た
。
新
人
会
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
昂
揚
期
に
誕
生
し
、
三
・
一
五
事
件
、
四
・
一
六
事
件
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ズ
ム
ヘ
の
取
締
り
が
、
苛
烈
を
き
わ
め
る
な
か
で
解
散
し
た
。

　
新
人
会
会
員
の
う
ち
か
な
り
の
人
び
と
は
、
後
年
、
社
会
運
動
家
、
学
者
、

実
業
家
、
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
、
評
論
家
等
と
し
て
、
指
導
的

役
割
を
な
し
た
。
新
人
会
が
そ
の
活
動
期
に
お
い
て
発
揮
し
た
影
響
力
と
と
も

に
、
新
人
会
出
身
者
が
後
年
社
会
人
と
し
て
多
方
面
に
亙
り
輝
や
か
し
い
足
跡

を
残
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
深
く
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
二
点

か
ら
、
大
正
中
期
以
降
の
目
本
を
研
究
対
象
と
す
る
者
に
と
り
、
新
人
会
の
存

在
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
総
合
的

に
研
究
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
踏
8
蔓
U
Φ
名
崔
ω
B
一
些
員
冒
℃
き
．
¢

男
一
拐
酔
ω
け
仁
α
Φ
b
什
勾
餌
象
O
巴
の
　
（
O
”
ヨ
σ
ユ
α
閃
Φ
℃
匡
”
ω
の
”
o
げ
β
ω
o
け
諾
”
閏
”
吋
く
”
三

q
且
お
誘
一
ぐ
℃
器
郵
這
認
）
が
あ
り
、
菊
川
忠
雄
『
学
生
社
会
運
動
史
』
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
（
一
二
五
四
）

央
公
論
社
刊
昭
和
六
年
、
海
口
書
店
刊
昭
和
二
十
二
年
）
は
、
学
生
運
動
全
般
を

対
象
と
す
る
な
か
で
、
新
人
会
の
運
動
を
か
な
り
網
羅
し
て
い
る
。
ま
た
新
人

会
の
部
分
的
研
究
と
し
て
は
、
佐
々
木
敏
二
「
新
人
会
（
前
期
）
の
活
動
と
思

想
」
（
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
十
三
号
昭
和
四
十
三
年
）
、
神
田
文
人
「
学

生
の
社
会
主
義
運
動
機
関
誌
1
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
か
ら
『
無
産
農
民
』
ま
で

ー
」
（
『
思
想
』
二
六
四
号
昭
和
三
十
八
年
二
月
）
、
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
転

向
（
上
）
』
（
平
凡
社
刊
昭
和
三
十
四
年
）
中
の
二
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
も
つ
と
も
、
新
人
会
関
係
者
に
よ
る
回
想
、
手
記
、
随
筆
、

座
談
会
等
は
必
ず
し
も
少
な
く
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
対
象
と
す
る
範

囲
に
傾
き
が
あ
り
、
内
容
の
集
約
度
の
点
で
は
新
人
会
の
創
立
か
ら
約
三
年
間

の
範
囲
に
偏
在
し
て
い
る
。
新
人
会
十
一
年
間
の
歴
史
は
、
前
期
、
中
期
、
後

期
に
区
別
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
研
究
上
便
利
で
あ
ろ
う
が
、
従
来
、
資
料
収

集
に
お
い
て
、
中
期
及
び
後
期
は
前
期
に
比
較
し
て
困
難
で
あ
つ
た
。
例
え
ば
、

原
資
料
に
限
つ
て
も
、
創
立
か
ら
大
正
十
一
（
一
九
一
三
）
年
四
月
頃
ま
で
の

前
期
に
は
、
機
関
誌
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
、
『
先
駆
』
、
『
同
胞
』
、
『
ナ
・
オ
ド
』

が
ほ
ぽ
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
機
関
誌
は
今
日
復
刻
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
十
一
年
四
月
以
降
の
新
人
会
中
期
及
後
期
の
広
報
紙
と

し
て
は
、
僅
か
に
会
報
、
ビ
ラ
の
発
行
に
留
ま
り
、
今
日
ま
で
そ
れ
ら
の
原
資

料
は
研
究
者
の
共
有
の
財
産
と
な
つ
て
い
な
か
つ
た
。
『
東
京
帝
大
新
人
会
の

記
録
』
は
、
新
人
会
前
期
の
諸
事
情
と
と
も
に
、
久
し
く
べ
ー
ル
に
包
ま
れ
て

い
た
同
会
中
・
後
期
の
状
況
が
当
時
の
関
係
者
に
よ
り
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
方
面
の
研
究
者
に
多
大
な
る
便
宜
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。



　
二
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
一
月
十
八
目
、
新
人
会
の
創
立
五
十
周
年

記
念
集
会
が
、
旧
会
員
約
九
十
名
を
集
め
て
東
大
構
内
、
学
士
会
館
に
お
い
て

催
さ
れ
た
。
「
す
ぐ
隣
り
の
安
田
講
堂
は
、
こ
の
日
早
朝
か
ら
機
動
隊
に
包
囲

さ
れ
て
い
た
。
前
年
か
ら
講
堂
を
占
領
し
て
き
た
学
生
を
実
力
で
排
除
す
る

た
め
攻
撃
を
は
じ
め
て
い
た
。
空
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
び
か
い
、
ポ
ン
プ

車
と
催
涙
弾
で
講
堂
は
文
字
ど
お
り
水
と
煙
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
」
（
三
頁
）
。

学
生
運
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
つ
た
帝
大
新
人
会
の
創
立
五
十
周
年
記
念
集
会

が
、
帝
大
・
東
大
史
上
未
曽
有
の
混
乱
の
な
か
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

偶
然
性
、
皮
肉
な
巡
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
記
念
集
会
参
加
者
の
う
ち
、
か
な

り
の
者
が
第
一
部
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
本
書
「
第
一
部
新
人
会
記
念
集
会
」
は
、
上
記
集
会
で
の
参
集
者
の
発
言

を
収
め
て
い
る
。
記
念
集
会
と
い
う
場
に
お
け
る
発
言
と
い
う
制
約
上
、
断
片

性
、
不
確
実
性
、
散
漫
な
と
こ
ろ
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
当
時
の
雰
囲
気
を

伝
え
て
余
り
あ
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
卒
業
し
た
伊
藤
好
道
の
妻
よ

し
子
は
、
亡
き
夫
と
の
出
逢
い
を
明
か
し
つ
つ
、
「
さ
き
ほ
ど
子
供
が
あ
る
ん

じ
や
な
い
か
と
い
わ
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
当
時
御
承
知
の
よ
う
に
、
社
会

運
動
な
ん
か
や
つ
て
い
く
者
は
、
子
供
を
も
つ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な

考
え
方
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
大
変
、
健
全
で
子
供
が
も
て
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
つ
い
に
子
供
を
も
た
な
い
で
生
涯
を
通
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」

（
五
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
中
野
重
治
は
、
新
人
会
の
合
宿
生
活
の
仲
間
に

は
一
人
も
酒
を
の
む
者
が
い
な
い
た
め
窮
屈
な
思
い
を
し
た
こ
と
を
語
り
つ

つ
、
「
酒
を
の
ま
な
い
青
年
が
非
常
に
勉
強
し
て
、
清
潔
な
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
共
同
生
活
を
楽
し
く
や
つ
て
い
く
」
（
五
九
－
六
〇
頁
）
こ
と
が
可
能
で
あ

　
　
　
紹
介
と
批
評

る
こ
と
が
わ
か
り
、
味
わ
つ
た
経
験
を
貴
し
と
い
う
。
よ
し
子
、
中
野
の
言
葉

の
中
に
、
新
人
会
会
員
が
ひ
た
む
ぎ
た
清
潔
さ
を
持
し
つ
つ
、
緊
張
に
あ
け
暮

れ
て
い
た
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
三
　
本
書
「
第
二
部
新
人
会
生
活
の
思
い
出
」
は
、
十
二
名
の
旧
新
人
会

会
員
の
回
想
か
ら
構
成
さ
る
。
新
人
会
中
期
に
当
る
大
正
十
四
年
以
前
が
対
象

と
さ
れ
た
回
想
に
は
、
浅
野
晃
「
震
災
前
後
の
思
い
出
」
（
大
正
十
二
〈
一
九
二

三
〉
年
一
、
二
月
頃
入
会
）
、
志
賀
義
雄
「
『
最
新
の
理
論
』
で
新
し
い
活
動
を
」

（
大
正
＋
一
年
三
月
入
会
）
、
喬
野
信
蔵
「
二
つ
の
タ
イ
プ
」
（
大
正
十
二
年
頃
入
会
）
、

小
沢
正
元
「
行
人
会
ま
で
」
（
大
正
十
一
年
十
二
月
入
会
）
、
東
利
久
「
東
大
セ
ッ

ル
メ
ン
ト
の
歴
史
」
（
大
正
十
三
く
一
九
二
四
v
年
以
前
入
会
と
推
定
）
、
西
本
喬
「
地

方
高
校
と
新
人
会
」
（
大
正
士
一
一
年
三
、
四
月
入
会
）
の
六
篇
が
あ
る
。
以
上
の
六

篇
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
内
容
は
、
以
下
略
述
す
る
新
人
会
を
取
り
巻
く
学
生

社
会
運
動
の
客
観
的
状
況
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
通
読
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
の

資
料
と
し
て
の
価
値
の
高
さ
が
十
分
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
大
正
十
一
年
十
一
月
の
・
シ
ア
飢
鯉
救
済
運
動
を
期
と
し
、
学
生
社
会
運
動

団
体
の
連
合
会
と
し
て
の
「
学
生
連
合
会
」
（
学
連
）
が
発
足
し
、
翌
年
一
月
に

は
、
新
人
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
高
等
学
校
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
創
立

当
初
の
両
団
体
は
微
力
に
し
て
、
そ
の
存
在
は
公
然
と
発
表
さ
れ
ず
、
学
校
当

局
の
干
渉
も
受
け
ず
に
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
こ
の
運
動
は
急
速
に
展
開
し
、
就

中
、
関
東
大
震
災
直
後
の
社
会
と
人
心
の
動
揺
が
味
方
し
て
、
組
織
が
拡
大
し
、

ほ
と
ん
ど
全
国
の
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
の
諸
学
校
を
席
捲
し
た
。
大

正
十
三
年
六
月
、
学
生
連
合
会
は
名
称
を
「
学
生
社
会
科
学
連
合
会
」
と
改
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
（
コ
一
五
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

そ
の
全
貌
を
現
わ
L
た
。
そ
の
時
に
は
、
す
で
に
加
盟
校
四
十
数
校
、
会
員
一
、

五
〇
〇
名
以
上
を
数
え
、
そ
の
組
織
も
著
し
く
整
備
さ
れ
、
確
固
と
し
た
勢
力

を
築
き
あ
げ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
時
期
を
以
て
、
合
法
的
学
生
社
会
運

動
の
頂
点
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
　
（
菊
川
忠
雄
「
学
生
社
会
運
動
小
史
」

『
菊
川
忠
雄
ー
そ
の
思
想
と
実
践
』
所
収
三
四
二
⊥
二
五
〇
頁
参
照
）
。
以
上
を
背

景
に
、
さ
き
の
回
想
を
注
視
す
る
と
き
、
広
範
多
岐
に
亙
る
内
容
も
、
以
下
の

点
に
対
象
を
絞
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
第
一
に
、
学
生
社
会
運
動
を
躍
進
さ
せ
、
そ
の
過
程
を
ト
ー
タ
ル
に
表
現
し

た
「
リ
ベ
ツ
化
運
動
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
ベ
ツ
化
運
動
は
関
東
大
震
災
後
菊

川
忠
雄
（
大
正
十
二
年
入
会
）
と
そ
の
周
囲
の
人
び
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
新
人
会
が
「
何
も
会
そ
の
も
の
を
自
由
主
義
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
一
般
学
生
の
自
由
主
義
的
な
活
動
や
事
業
の
中
へ
も
会
員
が
積
極
的

に
入
り
こ
ん
で
、
そ
の
社
会
主
義
的
影
響
を
強
め
る
と
共
に
、
会
員
獲
得
の
一

便
法
と
し
よ
う
と
い
う
の
が
眼
目
」
（
蕎
野
信
蔵
、
二
三
頁
）
で
あ
つ
た
。
こ
れ

に
よ
り
新
人
会
会
員
の
活
動
分
野
は
、
東
京
帝
大
セ
ッ
ル
メ
ソ
ト
、
学
内
消
費

組
合
、
帝
大
新
聞
、
学
友
会
、
弁
論
部
等
に
拡
大
し
、
会
員
数
も
「
有
名
な
新
人

会
の
人
数
が
こ
ん
な
に
も
少
な
い
の
か
」
（
志
賀
義
雄
、
一
≡
二
頁
）
と
新
入
会
員

を
驚
ろ
か
せ
る
程
の
状
態
か
ら
、
急
速
に
増
大
し
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
リ
ベ
ッ
化
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
を
推
進
す
る
菊
川
忠
雄
と
、
こ
れ
に

反
対
す
る
志
賀
義
雄
の
対
立
を
描
く
春
野
の
回
想
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
東
京
帝
大
セ
ヅ
ル
メ
ン
ト
運
動
（
以
下
、
東
京
帝
大
は
省
略
す
る
）
へ

の
参
加
が
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
お
け
る
東
京
帝
大
の
救
援
事
業
を
機
に
、
末

弘
厳
太
郎
の
指
導
で
、
大
正
十
二
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
設
立
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
（
二
一
五
六
）

た
セ
ッ
ル
メ
ン
ト
は
、
当
初
そ
の
事
業
内
容
に
、
成
人
教
育
部
、
調
査
部
、
児

童
部
、
医
療
部
、
法
律
相
談
部
、
市
民
図
書
部
を
擁
し
、
そ
の
後
事
業
も
変
遷

し
、
指
導
者
に
穂
積
重
遠
を
加
え
た
が
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
二
月
ま

で
十
四
年
間
存
続
し
た
。
中
期
及
後
期
の
新
人
会
会
員
に
と
り
、
セ
ッ
ル
メ
ソ

ト
運
動
へ
の
参
加
は
活
動
意
欲
を
盛
り
立
て
る
に
格
好
で
あ
つ
た
。
セ
ッ
ル
メ

ン
ト
に
お
い
て
新
人
会
が
力
を
入
れ
た
事
業
は
、
大
正
十
二
年
六
月
か
ら
開
校

さ
れ
た
労
働
学
校
で
あ
つ
た
。
因
に
、
本
所
柳
島
に
お
け
る
帝
大
セ
ッ
ル
メ
ン

ト
の
初
め
の
頃
の
セ
ッ
ラ
ー
一
〇
〇
名
中
、
新
人
会
会
員
は
三
〇
名
以
上
に
の

ぽ
り
、
セ
ッ
ラ
ー
以
外
の
会
員
の
多
く
も
、
適
宜
事
業
に
係
わ
つ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
（
ω
巨
葺
β
。
F
P
一
障
参
照
）
。
第
二
部
前
半
に
限
定
す
る
と
、
浅
野

晃
、
志
賀
義
雄
、
小
沢
正
元
、
東
利
久
が
、
セ
ッ
ル
メ
ン
ト
に
触
れ
た
回
想
、

記
述
を
残
し
て
い
る
。

　
第
三
は
、
新
人
会
に
よ
る
各
高
等
学
校
の
社
会
科
学
研
究
団
体
の
指
導
の
面

で
あ
る
。
西
本
喬
「
地
方
高
校
と
新
人
会
」
は
、
一
例
で
は
あ
る
が
新
人
会
会

員
の
培
養
皿
と
し
て
の
高
等
学
校
の
社
会
科
学
研
究
団
体
と
新
人
会
の
影
響
力

と
の
関
係
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
三
高
生
で
あ
つ
た
西
本
は
、
大
正
十
一

年
、
新
人
会
会
員
（
黒
田
寿
男
、
志
賀
義
雄
、
友
岡
久
雄
）
の
講
演
に
刺
激
を
う
け

三
高
社
会
問
題
研
究
会
を
創
立
し
た
こ
と
、
新
人
会
の
援
助
を
え
て
高
等
学
校

連
盟
を
結
成
し
た
こ
と
等
を
挙
げ
て
い
る
。
後
年
、
新
人
会
が
作
り
上
げ
た
各

高
等
学
校
と
の
パ
イ
プ
か
ら
、
「
大
学
に
入
る
と
い
う
よ
り
も
、
新
人
会
に
加

入
す
る
た
め
」
（
島
野
武
、
一
六
二
頁
、
及
び
野
田
弥
三
郎
、
一
八
五
頁
参
照
）
大
学

の
門
を
く
ぐ
つ
た
高
校
生
が
出
現
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
期
間



に
新
人
会
に
入
会
し
た
六
名
の
旧
会
員
の
回
想
に
移
ろ
う
、
こ
の
時
代
は
、
前

述
し
た
学
生
社
会
運
動
の
躍
進
期
を
過
ぎ
、
急
速
に
そ
れ
が
尖
鋭
化
し
た
時
期

で
あ
つ
た
。
リ
ベ
ツ
化
運
動
は
完
全
に
清
算
さ
れ
、
新
人
会
は
明
確
に
「
無
産

階
級
の
一
翼
」
と
し
て
の
立
場
を
持
す
る
に
至
つ
た
。
収
録
さ
れ
た
回
想
は
、

島
野
武
「
桜
木
町
・
清
水
町
・
森
川
町
』
（
大
正
＋
五
年
四
月
入
会
）
、
内
野
壮
児

「
三
・
一
五
以
後
の
一
時
期
」
（
昭
和
三
年
三
月
入
会
）
、
林
睦
夫
「
三
・
一
五
こ

ろ
の
清
水
町
」
（
昭
和
三
年
三
月
頃
入
会
）
、
山
内
忠
吉
『
豊
島
園
事
件
」
（
昭
和
三

年
三
、
四
月
頃
入
会
）
、
野
田
弥
三
郎
「
若
か
つ
た
日
の
思
い
出
」
（
昭
和
二
く
一
九

二
七
v
年
三
月
入
会
）
、
片
山
容
「
思
い
出
す
ま
ま
に
」
（
大
正
十
五
年
六
月
頃
入
会
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
に
関
す
る
も
の
及
び
三
・

一
五
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
つ
て
こ
の
二
件
が
当
時
の
学
生
運
動
に

あ
た
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。

　
福
本
イ
ズ
ム
の
衝
撃
に
つ
い
て
、
野
田
弥
三
郎
は
「
昭
和
二
年
の
春
と
い
う

と
、
前
年
来
の
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
力
の
絶
頂
期
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
雑
誌

『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
や
『
政
治
批
判
』
、
そ
れ
に
福
本
氏
の
個
人
雑
誌
『
マ
ル

ク
ス
主
義
の
旗
の
も
と
に
』
に
の
つ
た
福
本
氏
と
福
本
イ
ス
ト
と
い
わ
れ
る
人

々
の
論
文
を
め
ぐ
つ
て
『
理
論
闘
争
』
が
熱
気
を
も
つ
て
や
ら
れ
て
い
た
」

（
一
九
〇
頁
）
と
野
田
が
入
会
し
た
当
時
の
会
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
福
本

イ
ズ
ム
に
特
有
の
用
語
を
ち
り
ば
め
た
先
輩
会
員
の
演
説
に
は
舌
を
巻
く
ば
か

り
で
あ
つ
た
と
も
回
想
す
る
。
入
学
時
期
は
異
な
る
が
、
下
記
の
西
本
喬
の
回

想
は
さ
ら
に
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
力
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
「
こ
れ
は

忽
ち
新
人
会
員
の
間
に
燈
原
の
火
の
よ
う
に
流
行
し
、
会
員
は
争
つ
て
福
本
の

著
書
を
買
い
求
め
、
そ
れ
を
聖
書
の
よ
う
に
あ
が
め
、
文
章
を
暗
記
し
た
。
僕

　
　
　
紹
介
と
批
評

も
そ
れ
を
買
い
求
め
た
が
、
文
章
が
生
硬
難
解
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

意
味
を
判
読
理
解
す
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
尖
鋭
な
会

員
の
闘
士
は
福
本
イ
ズ
ム
は
金
科
玉
条
の
よ
う
に
、
一
般
の
会
員
に
向
つ
て
説

伏
の
よ
う
な
形
で
討
議
を
持
ち
か
け
て
く
る
。
『
い
み
じ
く
も
…
資
本
主
義
の

没
落
の
…
過
程
を
過
程
し
つ
つ
あ
る
が
、
君
は
ど
う
考
え
る
か
？
』
と
言
つ
た
調

子
で
あ
る
。
答
え
よ
う
に
も
意
味
が
分
ら
な
い
か
ら
答
え
ら
れ
な
い
。
質
問
者

の
本
人
も
分
ら
な
い
と
秘
か
に
思
う
の
だ
が
、
反
駁
し
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ

は
日
和
見
主
義
者
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
相
通
ず
る
も
の
と
し
て
攻
撃
す
る
。

そ
れ
ぽ
か
り
か
、
福
本
イ
ズ
ム
の
言
葉
は
一
種
独
特
な
生
硬
な
日
本
語
に
な
つ

て
い
な
い
新
造
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
等
の
氷
の
如
き
『
冷
徹
な
批
判
』
で

あ
り
、
そ
れ
を
口
に
す
る
こ
と
は
『
鉄
の
意
志
』
を
現
わ
す
も
の
と
さ
れ
た
。

同
時
に
そ
れ
は
福
本
イ
ス
ト
同
志
の
相
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
を
口
に
し
な
い
も

の
は
労
働
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
が
な
い
と
さ
れ
た
。
従
つ
て
、
新
し
い
会

員
も
そ
れ
を
訳
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
、
得
々
と
し
て
い
た
」

（
一
六
〇
頁
）
。
新
人
会
は
、
当
時
の
他
の
左
翼
団
体
同
様
に
福
本
イ
ズ
ム
の
集

団
催
眠
に
か
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
三
二
五
事
件
の
影
響
の
大
き
さ
は
、
旧
会
員
の
回
想
の
幾
つ
か
の
表
題
に
、

そ
の
ま
ま
「
三
・
一
五
」
を
冠
し
て
い
る
点
か
ら
だ
け
で
も
伺
え
る
。
こ
の
事

件
の
余
波
は
新
人
会
に
と
り
巨
大
で
あ
つ
た
。
四
月
十
七
日
文
部
大
臣
指
示
に

基
い
た
大
学
評
議
会
の
決
議
に
よ
り
新
人
会
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
大
学
当

局
の
命
令
に
も
拘
ら
ず
新
人
会
は
存
続
す
る
方
針
を
堅
持
し
た
（
山
内
忠
吉
、
一

八
O
頁
）
。
新
人
会
は
学
内
の
一
段
と
困
難
に
な
つ
た
運
動
を
持
続
す
る
か
た
わ

ら
、
三
・
一
五
事
件
に
よ
り
活
動
家
を
奪
わ
れ
た
左
翼
組
織
を
補
充
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
（
二
一
五
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

に
学
外
の
運
動
に
も
多
く
の
会
員
を
送
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
無
産
者

新
聞
、
産
業
労
働
調
査
所
、
青
年
同
盟
、
学
連
書
記
、
労
働
学
校
（
内
野
壮
児
、

一
七
一
頁
）
、
関
東
金
属
大
崎
支
部
（
島
野
武
、
一
六
八
頁
）
等
々
へ
配
置
さ
れ
た

会
員
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
白
刃
の
権
力
を
目
夜
じ
か
に
感

ず
る
目
常
の
中
へ
と
び
こ
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　
旧
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
回
想
し
た
共
通
項
に
新
人
会
の
合
宿
生
活
が
あ
る
こ
と

も
落
し
て
は
な
る
ま
い
。
新
人
会
の
合
宿
は
、
会
の
活
動
の
拠
点
で
あ
つ
た

が
、
「
勉
強
部
屋
は
真
夜
中
で
も
誰
か
が
読
書
に
ふ
け
つ
て
い
て
電
燈
の
消
え

る
こ
と
が
殆
ん
ど
な
か
つ
た
」
（
野
田
弥
三
郎
、
一
八
七
頁
）
と
回
顧
す
る
ほ
ど
勤

勉
な
一
面
を
も
つ
て
い
た
。
既
に
ふ
れ
た
中
野
重
治
の
発
言
を
こ
こ
で
想
起
し

た
い
。
学
生
思
想
問
題
に
関
心
を
寄
せ
た
河
合
栄
治
郎
は
、
新
人
会
会
員
ら
の

い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
学
生
を
「
彼
等
は
一
般
の
講
義
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ー
の
御
用

講
義
と
称
し
て
教
室
に
出
席
し
な
い
。
然
し
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
す
る
限
り
に

於
て
、
丹
念
に
克
明
に
研
究
に
没
頭
す
る
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
和
四
年
一
月
）
と

評
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
こ
の
例
に
留
ま
ら
ず
、
新
人
会
会
員
の
様
々
な
生
態

は
、
合
宿
生
活
の
回
想
を
通
し
て
垣
問
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
四
　
　
「
第
三
部
　
後
期
新
人
会
の
史
実
」
は
、
第
一
部
、
第
二
部
以
上
に
資

料
的
価
値
は
高
い
。
第
三
部
は
、
竪
山
利
忠
「
革
命
的
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の

時
代
」
（
大
正
＋
五
年
三
、
四
月
頃
入
会
）
と
久
保
梓
「
解
体
前
後
の
新
人
会
」
（
昭

和
三
年
三
、
四
月
頃
入
会
）
の
二
篇
か
ら
な
り
、
大
正
十
五
年
以
降
の
半
合
法
か

ら
非
合
法
へ
と
立
場
を
変
え
て
い
く
新
人
会
と
、
そ
の
解
散
前
後
の
状
況
を
記

述
の
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
か
な
り
の
分
量
と
内
容
の
中
か
ら
特
に
注
目
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
（
二
一
五
八
）

た
い
こ
と
は
、
新
人
会
の
解
散
事
情
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
従
来
、
新
人
会
の
解
散
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
関
係
者
の
中

で
も
解
散
の
事
情
を
知
つ
て
い
た
者
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
人
び
と
に

過
ぎ
な
か
つ
た
。
霞
9
蔓
U
Φ
名
一
辞
ω
巨
浮
＝
の
研
究
に
お
い
て
も
解
散
の

事
情
は
、
著
者
の
注
釈
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
資
料
の
多
く
を
治
安
当
局

側
の
も
の
に
負
う
て
い
る
（
ω
B
一
葺
8
』
F
O
訂
営
R
8
0
。
参
照
）
。
こ
の

よ
う
に
解
散
の
事
情
が
不
明
確
で
あ
つ
た
の
は
、
O
新
人
会
側
の
資
料
が
乏
し

い
こ
と
、
◎
会
員
間
の
情
報
の
疎
通
を
欠
い
て
い
た
こ
と
、
㊧
新
人
会
と
他
の

組
織
と
が
複
雑
に
混
線
し
て
い
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
点
で
あ
る
が
、
新
人
会
は
、
三
・
一
五
事
件
を
境
に
厳
し
い
取
締

り
の
対
象
と
な
り
、
会
員
の
検
束
、
逮
捕
の
回
数
も
増
し
、
被
る
打
撃
の
拡
大

化
に
つ
れ
、
新
人
会
側
の
警
戒
態
勢
も
強
化
さ
れ
て
い
つ
た
。
こ
こ
か
ら
機
関

紙
の
発
行
も
な
く
、
ビ
ラ
の
配
布
に
神
経
を
尖
ら
せ
る
結
果
に
な
つ
た
。
資
料

の
欠
乏
は
こ
こ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
点
の
情
報
不
足
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
や
む
を
え
ぬ
こ
と
で

あ
つ
た
。
こ
の
頃
の
新
人
会
は
、
厳
格
な
規
律
で
装
備
さ
れ
た
非
合
法
の
組
織

（
久
保
、
二
九
三
頁
）
と
な
り
、
会
員
同
志
の
横
の
つ
な
が
り
は
極
度
に
限
定
さ

れ
、
会
員
が
相
互
に
活
動
の
範
囲
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
同
じ
合
宿

所
に
起
居
を
共
に
し
た
会
員
た
ち
で
も
、
互
い
に
名
乗
り
あ
つ
た
り
、
経
歴
を

話
し
あ
う
こ
と
は
ま
れ
で
あ
つ
た
。
互
い
に
仕
事
の
部
署
を
知
ろ
う
と
し
な
か

つ
た
（
久
保
、
二
八
三
頁
）
と
い
う
事
情
に
あ
つ
た
。

　
第
三
点
の
組
織
の
混
乱
に
つ
い
て
要
約
し
よ
う
、
こ
の
時
期
の
会
員
の
活
動

は
、
新
人
会
だ
け
の
活
動
に
従
事
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
読
書
会
、
消
費



組
合
そ
の
他
様
々
な
方
面
に
も
及
び
、
他
の
組
織
と
の
区
別
が
不
明
瞭
に
な
っ

た
。
三
二
五
事
件
に
続
く
豊
島
園
事
件
後
、
再
建
を
目
指
し
た
新
人
会
の
会

員
数
は
二
百
名
を
下
ら
な
か
つ
た
が
、
こ
の
う
ち
半
数
以
上
の
人
び
と
が
、
な

ん
ら
か
の
形
で
他
の
組
織
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
（
久
保
、
二
九
九
頁
）
。

　
以
上
の
点
に
鑑
み
て
、
第
三
部
の
執
筆
者
が
、
新
人
会
幹
事
長
、
学
連
委
員

長
等
の
地
位
に
あ
り
、
当
時
の
状
況
を
全
体
的
に
把
握
し
う
る
指
導
的
立
場
に

あ
つ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
の
記
述
は
資
料
的
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
新
人
会
は
、
昭
和
四
年
十
一
月
解
散
し
た
が
、
本
書
巻
末
の
資
料
篇
所
載
の

解
散
声
明
書
に
は
、
「
単
に
口
さ
き
で
の
み
共
産
党
と
共
産
青
年
同
盟
と
を
支

持
す
る
の
で
は
な
く
、
行
動
を
も
つ
て
支
持
せ
ん
こ
と
を
誓
う
。
す
な
わ
ち
、

新
な
る
決
意
の
も
と
に
今
日
以
後
新
人
会
の
名
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
暦
よ

り
葬
る
。
そ
し
て
日
本
共
産
青
年
同
盟
の
赤
旗
を
守
り
、
そ
の
組
織
的
思
想
的

影
響
を
学
内
に
確
立
せ
ん
が
た
め
に
一
切
の
助
力
を
致
す
こ
と
を
約
束
す
る
」

（
四
一
〇
頁
）
と
あ
る
。
要
す
る
に
新
人
会
は
、
共
産
青
年
同
盟
と
そ
の
学
内
組

織
で
あ
る
学
生
グ
ル
ー
プ
の
中
に
溶
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
終
着
点
を
念
頭

に
お
き
、
以
下
、
第
三
部
の
記
述
中
か
ら
、
解
散
に
至
る
ま
で
の
過
程
の
断
面

を
抽
出
し
て
い
こ
う
。

　
新
人
会
に
共
産
党
か
ら
の
働
ぎ
か
け
が
は
じ
ま
つ
た
の
は
、
昭
和
二
年
秋
頃

か
ら
で
あ
る
。
新
人
会
の
中
心
分
子
を
集
め
た
秘
密
の
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、

竪
山
利
忠
も
厳
密
な
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
た
。
党
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
学
生
内

に
組
織
さ
れ
て
い
た
（
竪
山
、
二
五
二
⊥
一
責
）
。
こ
の
よ
う
に
共
産
党
の
組
織
化

の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
つ
た
新
人
会
は
、
そ
の
中
心
メ
ソ
パ
ー
の
多
く
が
共

産
青
年
同
盟
、
無
産
者
新
聞
、
学
生
社
会
科
学
連
合
会
等
の
中
枢
部
に
吸
収
さ

　
　
　
紹
介
と
批
評

れ
て
い
た
。
共
産
青
年
同
盟
の
中
央
部
に
あ
つ
た
竪
山
の
場
合
、
昭
和
三
年
十

二
月
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
共
産
党
再
建
の
た
め
帰
国
し
た
佐
野
博
よ
り
、
共
産
青

年
同
盟
の
組
織
と
し
て
優
秀
な
学
生
を
学
生
グ
ル
ー
プ
に
組
織
す
ろ
指
令
を
う

け
た
（
竪
山
、
二
六
五
頁
）
。
久
保
梓
は
竪
山
か
ら
「
日
本
共
産
青
年
同
盟
の
任
務

に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」
を
受
け
（
久
保
、
三
二
一
頁
）
、
学
内
に
共
産
青
年
同
盟
の

学
生
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。
こ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
の
組
織
の
完
了
を
待
つ
て
、

昭
和
四
年
十
一
月
二
十
二
目
（
国
際
共
産
主
義
青
年
同
盟
創
立
十
周
年
記
念
日
）
に

新
人
会
は
解
散
し
た
。

　
第
三
部
を
熟
読
し
て
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
新
人
会
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
の
思
想
を
金
科
玉
条
と
し
て
い
た
に
し
て
も
、
会
員
が
自
ら
の
意
思
で

そ
の
思
想
を
選
択
し
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
思
想
を
実
践
行
動
に
移
し
て
い
た

時
期
は
、
「
新
人
会
」
と
称
し
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
部

の
別
組
織
か
ら
勢
力
拡
大
の
対
象
に
さ
れ
、
や
が
て
新
人
会
以
外
の
所
か
ら
、

新
人
会
へ
運
動
の
方
針
が
絶
対
命
令
と
し
て
下
さ
れ
る
よ
う
な
時
期
に
至
つ
た

時
の
新
人
会
を
「
新
人
会
」
と
称
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ

る
。
新
人
会
末
期
の
事
情
が
、
か
な
り
鮮
明
に
さ
れ
た
本
書
を
読
み
、
こ
の
時

期
の
新
人
会
に
対
す
る
疑
問
を
率
直
に
記
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

か
か
る
疑
問
が
生
じ
た
こ
と
も
、
ひ
と
え
に
新
し
い
証
文
を
読
む
こ
と
が
で
き

た
か
ら
で
あ
る
。
新
な
る
問
題
を
提
起
す
れ
ぽ
す
る
ほ
ど
、
第
三
部
の
資
料
的

価
値
の
高
さ
は
、
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
低
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

巻
末
資
料
篇
中
の
新
人
会
年
表
は
労
作
で
あ
り
、
新
人
会
会
員
名
簿
と
共
に
、

こ
の
方
面
の
研
究
者
に
益
す
る
こ
と
甚
大
で
あ
る
。
本
書
は
第
一
級
の
貴
重
な

記
録
で
あ
る
。
（
経
済
往
来
社
三
〇
〇
〇
円
）
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．
酒
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文
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